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大紋 聡 ･鈴木樹理 (霊長研)
セッション3































































































































































































有図富夫 ･松川睦 ･山下晶子 ･










































































原自然科博 ･準備室)､五百部 裕 (京都大･理学
研究科).橋本千絵(霊長研),鈴木 泣く京都大 ･
理学研究科)















































































































m家 中 (大阪大 ･文学部)
節5部 総合討論
座長 :捕水虞千 ･片山一道 (霊長研)
問題提起 r人間の仕をユニークたらしめるものJ
栗田博之 (東京外国語大学)
世話人 :片山一道 ･川本 芳 ･弼水礎千 ･
松村秀一＼･本坊一夫
ある忠味で性の問ZBは､もっとも人間くさい
部分なのかもしれない.同時に研究の方法論が,
もっとも確立しにくいテーマでもあろう｡そうし
た人間の性の間相にアプローチするために､たん
なる性行動の進化という側面にとどまらず､さま
ざまなトッビクスを処めるべく､できるかぎり多
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方面の講演者に話題提供を依頼した｡かぎられた
日程であるために.おのずから盛りこめる内容を
限定せざるをえなかったが.それでも当初の目的
は十分に達成できたと思う｡
第 1部では矢原徹-氏と松村秀一氏が進化生
物学の祝点から､広く生物,あるいは霊長規の性
がもつ適応的意義について最新の研究成果を披浬
した｡節2部では榎本知郎氏､佐々木敏裕氏､棚
橋 訓氏による話題提起をもとに､霊長類の性研
究と人間の性研究の問で､なにが違い､なにが不
調和雷をもたらすのか､はたして共通の土俵で共
通の方法論が可能なのか.などの問題を議論した｡
第3部では竹ノ下祐二氏と山極寿-氏が､ことに
ゲイ行動と父性の問題を切り口にして､霊長短の
性研死が人間の性の問題を考える有効な手段とな
りうることを示した｡そして第4部では古市剛史
氏がボノボについて､清家車氏が古代人の埋葬に
ついて､新しい性研究のパラダイムを提示するべ
く忠欲的な報告をした｡
各部での相互討論,そして総合討論の結果､
詔正規の性とジェンダーの研究にはテクニカルな
問相などにおいて.まだまだ多くのハードルが存
在していることが明らかになった｡今後､ふたた
び学際的なシンポジウムを開催することによっ
て.さらなる展開がまたれる｡
(文ff:片山一道)
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